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研究成果の概要（和文）：1990年から行ってきた検診を受けた約530名の超低出生体重児うち、236名について発
達障害様症状の出現率を調べたところ、ASD様症状は15.7％、LD様症状は23.7%、ADHD様症状は21.2%、そのうち
多動-衝動優性型は7.6%、不注意優勢型は18.2%であった。FIQが70未満は10.6%、80未満のBorderlineは8.5%であ
った。発達障害様症状が見られなかった児は41.5%であった。周産期因子のうち重症のIVH、CLD、ROPがIQ、動作
性IQを低下させ、ASD、LDの増悪にも関わり、出生体重がIQやLD、多動性・衝動性の発症に影響が見られた。多
胎は単胎より予後がよかった。

研究成果の概要（英文）：For 236 ELBW children at school age, 9.5% of the subjects were classified as
 intellectual disability (ID); 9.1% as having borderline intelligence; 23.7% as LD; 15.7% as ASD; 
21.2% as ADHD. IVH increased the risk for lower IQs, higher ASSQ scores, and lower nonverbal PRS 
scores. Grade 3 or 4 IVH was also associated with inattention. Children suffering from CLD showed 
the lower IQ and PIQ. ROP was associated with lower PIQ. Among these perinatal complications, severe
 IVH might be the most important risk factor of ASD. Multiple birth showed higher IQ score and lower
 risk of ASD than singleton birth.

研究分野：比較発達心理学
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ィクス　後生的制御
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学齢期の極・超低出生体重児にASD、LD、ADHDなどの発達障害様の症状が高率で認められた。発達障害様症状の
発症には脳室内出血、慢性肺疾患、などの周産期合併症が影響を与えていることが示された。今回の分析で多胎
の児は単胎の児よりIQが高く、ASDのリスクが低く、多胎出産による低出生体重は、他の周産期因子に比べ、比
較的リスクが低い可能性が示された。新たに測定した実行機能や読み能力、アイトラッカーによる視線行動の分
析から、極・超低出生体重児の発達障害様症状の特異性が考察された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

出生体重 1000g 未満の超低出生体重（ELBW）児では、学齢期に学習障害や、自閉症ス

ペクトラム障害、注意欠如多動性障害（特に不注意の問題）といった軽度発達障害の症状が

多く報告されている（Crump, Sundquist, & Sundquist, 2021; Johnson, Hollis, Hennessy, 

Kochhar, Wolke, & Marlow, 2010; Hack, Taylor, Schluchter, Andreias, Drotar, & Klein, 

2009; 金澤・安田・北村・糸魚川・南・鎌田・北島・藤村，2007）。しかし、早期産児や低

出生体重児に見られる発達障害様の症状は、一般集団の発達障害とは異なる可能性が指摘

されている。Johnson & Marlow (2011)によれば、一般に ASDの背景には遺伝的な要因が

強く働いていると考えられているが、早期産児では臨床像が異なり、一般とは違う病因論的

メカニズムが働いていることを示す周産期合併症（小さな頭囲、白質減少、脳室拡大、気管

支異形成）が認められると指摘する。ADHD に関しても同様のことが言えるという。彼ら

は、そうした不注意、不安、社会的困難を伴う症状や障害を早期産行動表現型（preterm 

behavioral phenotype）と表現している。  

ASDの病因論に関しては、一卵性双生児と二卵性双生児を比較した研究（Rutter et al., 

1977; Bailey et al., 1995）から、二卵性双生児の ASD の一致率が 10％であるのに対して

一卵性では 92％にのぼり、ASDは発達障害の中でも遺伝的要因が強く働いていると考えら

れてきた。ところが、ELBW 児に関する我々の分析では、一卵性双胎のきょうだい間の相

関と共に二卵性双胎間の相関も高く、単純相加モデルで分析したところ、ASD に関して、

遺伝率（28％）よりは共有環境の影響（56％）が強く認められた。ADHD に関しては、遺

伝率（多動性-衝動性=45％；不注意＝40％）も高かったが共有環境の影響（多動性-衝動性

=37％；不注意=49％）も高かった。周産期合併症との関係を調べたところ、脳室内出血や

慢性肺疾患がそれぞれ ASD のリスクを高める可能性が認められた。また、生殖補助医療に

より出生した児に学習障害のリスクが高く、更に生殖補助医療により双胎や多胎での出生

が約 4 倍に増加するが、双胎や多胎で出生した児の方が ASD のリスクが高まる可能性も

示唆された（Kanazawa et al., 2013）。これらの結果はいずれも、ELBW児に発達障害の症

状が現れるメカニズムが正期産児とは異なる可能性を示唆する。本研究では、サンプルサイ

ズを増やして、ELBW 児における発達障害の症状と周産期合併症との関係、一卵性双生児

と二卵性双生児の比較による遺伝と共有環境による影響の分析を行い、ELBW 児における

発達障害の症状の発症メカニズムとしての後生的な調節（epigenetic regulation）の可能性

を明らかにすることを目的とする。  
 
 
２．研究の目的 

（１）ELBW児における発達障害の特異性を明らかにする  

学齢期の ELBW 児に関するこれまでのスクリーニングの結果から、ASD の症状を示す

児が 1 割強認められたが、アイトラッカーによる分析から自閉度が強まるほど相手の目を

見ないで口を見る傾向が強まること、幼児期の行動観察から共同注意や指さしが少ないな

ど、ASD 特有の症状が認められた。一方で、正期産の ASD児との比較から初期症状に関

して、「視線が合わなかった」「他の子どもに興味がなかった」「地名や駅名など特定のテー

マに関する知識獲得に没頭する」というエピソードの報告が少ないという特徴も認められ

た。診断が確定している学齢期のサンプルを増やし、SCQ など最新の尺度を用いて、生ま



れてから現在までの症状の変遷を調べると共に、検査場面の行動観察やアイトラッカーに

よる視線行動の分析から定量的な評価を行う。LDについてもアイトラッカーを併用した読

みの検査を行い障害に関連した視線行動の特徴を明らかにする。ADHD に関してもモグラ

ーズを用いた多動性や不注意の定量的評価を行うことで、ELBW 児の発達障害の特異性を

明らかにする。  

（２）双生児法による発達障害の遺伝率と共有環境による影響の分析  

学齢期検診を実施し、過去のデータを含めて、受診者に含まれる一卵性と二卵性のきょう

だい間の検査結果や発達障害の症状の一致率を調べ、発症に関わる遺伝と共有環境の影響

を明らかにする。  

（３）ELBW 児における発達障害の症状と周産期合併症や生殖補助医療の影響を明らかに

する＞  
新たに実施する学齢期検診の結果と過去の検診の結果を合わせて、発達障害の症状の出
現に脳室内出血や慢性肺疾患、未熟児網膜症などの周産期合併症や生殖補助医療の有無や
種類がどのような影響を与えているか調べ、発症のメカニズムを明らかにする。 
 
 
３．研究の方法 

学齢期に達した出生体重 1000ｇ未満の超低出生体重児のべ 200名について、児への心理

検査（K-ABC）、行動観察、質問紙調査（自己評価）、アイトラッカーを用いた共同注意や読

みの検査、モグラーズ（現有）による多動性や不注意の測定、保護者への質問紙調査（SCQ）、

担任教師へ質問紙調査（LDI-R）等を実施して、ASD,LD,ADHD など発達障害様の症状の

有無や程度を評価する。得られた結果について、出生体重、在胎期間、アプガー得点の他、

脳室内出血や慢性肺疾患、未熟児網膜症など主要な合併症の有無や生殖補助医療による影

響について調べる。双生児については、過去のサンプルと合わせて分析し、遺伝と共有環境

による影響を明らかにする。 
 
 
４．研究成果 

（１）ELBW児における発達障害様症状の特異性  

 超低出生体重(ELBW)児の学齢期における発達障害様の特性を調べるために、BRIEF-2に

よる実行機能の評価や、Navon図形による ASDの「弱い中枢性統合」の検証、連続遂行検

査「モグラーズ」による持続的注意能力の測定を行った持続遂行課題のモグラーズを使用し

た。  

まず、実行機能について BRIEF-２を用いて調べ、発達障害様症状との関係を調べた。そ

の結果、ASSQの得点が高く ASDの傾向が強いほど BRIEF-2の「自己モニター」「開始」

「ワーキングメモリー」「組織化」に関して実行機能に制約があることが示された。ADHD-

RSの多動性-衝動性の得点が高いほど BRIEF-2の「抑制」「自己モニター」「組織化」の実

行機能に制約があり、不注意の得点が高いほど BRIEF-2の「開始」「ワーキングメモリー」

「計画／調整」「課題モニター」「組織化」の実行機能に制約が強くなることが示された。 

次に、ASD の特徴とされる「弱い中枢性統合」の特徴を調べるためにネイヴォン図形の

問題と回答時の視線行動のアイトラッカーを用いた分析を行ったところ、ASD の症状が見

られた児の一部に「弱い中枢性統合」の特徴が見られたが、サンプルサイズが小さく詳細な

分析には至らなかった。 

さらに ATLAN を用いた読み能力の検査を行い、単音や単語の速読や短文の音読場面の

視線の動きについてもアイトラッカーを用いて調べたが、サンプルサイズが少なく詳細な



分析には至らなかった。 

ADHD の持続的注意を定量的に評価する指標として連続遂行検査「モグラーズ」を実施

した。ASSQの得点が高いほど「お手つきエラー」が多く、「成績のバラツキ」が大きいこ

とが示され、IQが低いほど「見逃しエラー」が多く、正答率が低いことが示された。しか

し ADHDの「多動性-衝動性」や「不注意」の評価点との有意な関連は認められなかった。 

  

（２）ELBW児における発達障害様症状の発症メカニズム  

過去のデータを含め超低出生体重児 530 名（極低出生体重児 64名含む）（平均出生体重

=810±196ｇ；平均在胎期間=26.7±2.3週；平均年齢=8.3±0.8 歳）について発達障害様症状

の種類や程度を調べた結果、発達障害のスクリーニングを導入して以降の 236 名について

発達障害様症状の出現率は、ASDが 37名（15.7％）、ADHD が 50名（21.2％）、LDが 56

名（23.7％）、知的障害は 25名（10.6％）、境界知能は 20名（8.5％）であった。定型発達

は 98名（41.5％）であった。発達障害様症状の発症メカニズムを探るべく、周産期因子（出

生体重、在胎週数、出生体重 SD、入院日数、アプガー1 分、アプガー5 分、多胎）や合併

症（脳室内出血（IVH）、子宮内発育遅延（IUGR）、慢性肺疾患（CLD）、未熟児網膜症（ROP）、

脳室周囲白質軟化症（PVL）、等）の関係について分析を行った。相関を調べると、出生体

重、在胎期間、出生体重 SD、アプガー5 分の値が高いほど IQ が高かった。周産期合併症

の有無により発達障害様症状のスクリーニングの値を比較すると、重症の IVH（グレード 

3,4）と IUGR、CLD、ROP がそれぞれ IQ を低下させる要因となることが分かった。ま

た、重症の IVH は、自閉スペクトラム症(ASD)、注意欠如多動症（ADH）、限局性学習症

（LD）様症状の増悪に関わることが示された。多胎は ASDのリスク因子とされているが、

今回の分析では、単胎児より多胎児の方が IQ は有意に高く、知的障害の出現率は単胎の

21.5％に対して多胎は 1.8％と有意に少なかった。定型発達の割合は単胎の 38.0％に対して

多胎は 52.7％と有意に近い高い値を示した。ASD、LD,ADHDの出現率については単胎と

多胎に差は見られなかったが、多胎の ASSQの平均評価点（ASDのリスク）が有意に低か

った。以上の結果から、多胎による低出生体重は他の周産期合併症に比べ発達障害様症状の

発症リスクが低い可能性が示唆された。 
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自閉スペクトラム症児のこだわりを活かす支援の在り方―支援者の情報収集とその着眼点・思考―

PECS が自閉スペクトラム 症児の共同注意の発達に 与える影響 －母子絵本遊び場面の観察から－

自閉スペクトラム症幼児の共同注意の発達が母親の育児ストレスに及ぼす役割

遅延提示された自己映像に対する 2 歳児の随伴性探索
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 ４．発表年

 ４．発表年
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自閉スペクトラム症児のこだわりを活かす支援の在り方―支援者の情報収取とその着眼点・思考―
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